　　　　　　　　　　　御救いはあなたがた万民の前に備えられたもので、
　　　　　　　　　　　　　　異邦人を照らす啓示の光、御民イスラエルの光栄
                             です。　　ルカ２:３１，３２
救い主イエス・キリストの御降誕を共に喜び、お祝いいたします。
２００９年も、皆様のご支援とお祈りをいただきながら、主の恵みのうちに歩むことができ、お礼申
し上げます。

私たちが住んでいる世界の状況は、進歩した教育施設や科学技術の貢献によって平和で幸いな生活ができてよいはずなのに、それとは反対に不安な要素があまりにも多く、事態はますます悪化していっています。自然の災害、凶悪な犯罪、国と国との戦争、テロ活動、冷えていく人々の愛、人間不信、偽預言者、偽キリストその他不安な要素は益々大きくなっています。最近、不安な要素に益々拍車をかけているものの中に、聖書の教えを曲げて教えているニューエイジ・ムーブメントや古今の多くの怪しげな宗教の予言を持ち出して、政治、経済、科学的な面からも理屈をつけて２０１２年に世の終わりが来るといって騒いでいる人々がいますが、そのような聖書の教えに反しているものに惑わされないように気をつけましょう。聖書の預言こそ必ず成就する真の神様の言葉です。
問題となっている２０１２年は、世界の経済状況からすればデリバティブの数々の未解決の問題を抱えているため、世の終わりと思えるような経済恐慌とそれに関連する不穏なことがらが起こる可能性がありますが、聖書が教えている世の終わりとは違います。今以上の大きな混乱に陥らないように、早く景気が回復することを願っています。どのようなことが起こっても聖書の教えにしっかり立っていきましょう。聖書は世の終わりがくることをはっきりといっていますが、人間が日を定め、予告することを禁じています（マタイ２４）。世を正すためにキリストが再びおいでになるときは、今日、明日、来年、２０１２年、或いは１００年以後かも知れません。聖書でいわれている世の終わりとは全てが破壊されてなくなってしまうという不安をかき立てるものではなく、神様の救いの計画の中のもので、永遠につづく新天新地を実現するためのものです（IIペテロ３、黙示録２１，２２）。
神の子キリストが、滅び行く人間の罪の身代わりとして十字架にかかって死ぬために、天の栄光の御座を後ろにして人間の姿となって御降誕され、救いのわざを終えて昇天され、王の王、主の主として再びおいでになります。暗いニュースが満ちているような時代であっても、イエス・キリストの福音は何にもまさるグッド・ニュースであり、希望の光と平安と喜びがあります。これからも激動の年がつづくこともあるでしょうが、来年も、そして全生涯を通して主の栄光の道を歩んでいきましょう。
２００９年　クリスマス

主に在る皆様へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シカゴ・レークサイド教会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧師　鈴木光夫
